
　

二
〇
〇
三
年
一
一
月
二
九
日
（
土
）
に
、
和
光
大
学
で
「
第
８
回
モ
ン

ゴ
ル
学
術
交
流
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
今
回
の
学
術
交
流
会
は
和
光
大
学

総
合
文
化
研
究
所
と
同
学
術
交
流
会
の
母
体
と
な
っ
て
い
る
「
モ
ン
ゴ
ル

民
族
文
化
基
金
」
が
共
催
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
大
学
は
二
〇
〇
〇
年
か

ら
毎
年
「
和
光
大
学
モ
ン
ゴ
ル
祭
り
」
を
開
催
し
て
お
り
、
今
回
は
モ
ン

ゴ
ル
民
族
文
化
基
金
の
要
請
を
受
け
、「
モ
ン
ゴ
ル
祭
り
２
０
０
３
」
の
一

環
と
し
て
共
催
が
実
現
さ
れ
た
。
当
日
は
朝
か
ら
あ
い
に
く
冷
た
い
雨
が

降
り
続
く
天
気
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
和
光
大
学
の
先
生
方
、
モ
ン
ゴ
ル
語

や
モ
ン
ゴ
ル
の
歴
史
、
文
化
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
る
日
本
人
学
生
、
モ

ン
ゴ
ル
に
関
心
の
あ
る
社
会
人
、
日
本
各
地
の
大
学
か
ら
こ
の
日
の
た
め

に
集
ま
っ
て
き
た
モ
ン
ゴ
ル
人
留
学
生
、
ま
た
、
す
で
に
日
本
の
大
学
、

会
社
な
ど
で
働
い
て
い
る
モ
ン
ゴ
ル
人
な
ど
、
合
計
八
〇
数
名
の
方
が
参

加
し
た
。

　

こ
こ
に
、
モ
ン
ゴ
ル
民
族
文
化
基
金
学
術
部
の
担
当
者
と
し
て
、「
第
８

回
モ
ン
ゴ
ル
学
術
交
流
会
」
で
の
発
表
内
容
等
に
つ
い
て
の
概
略
を
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

当
日
は
午
後
一
時
二
〇
分
か
ら
、「
モ
ン
ゴ
ル
祭
り　

」
の
第
一
部
と
し

03

て
モ
ン
ゴ
ル
学
術
交
流
会
が
始
ま
っ
た
。
総
合
司
会
は
和
光
大
学
表
現
学

部
教
授
の
松
枝
到
先
生
が
お
勤
め
に
な
っ
た
。
ま
ず
最
初
に
三
橋
修
学
長

か
ら
モ
ン
ゴ
ル
英
雄
叙
事
詩
『
ゲ
セ
ル
』
を
具
体
例
に
あ
げ
、
口
承
文
芸

に
つ
い
て
の
興
味
深
い
お
話
を
含
め
た
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。
続
い
て
、

「
モ
ン
ゴ
ル
民
族
文
化
基
金
」
の
理
事
長
で
、
和
光
大
学
の
非
常
勤
講
師
で

も
あ
る
バ
ー
・
ボ
ル
ド
ー
氏
が
、「
基
金
」
の
活
動
や
目
標
に
つ
い
て
の
簡

単
な
紹
介
を
も
っ
て
、
開
会
の
あ
い
さ
つ
と
し
た
。

　

交
流
会
は
、
研
究
発
表
、
研
究
動
向
報
告
、
特
別
講
演
の
三
部
構
成
で

行
な
わ
れ
た
。

　

ま
ず
、
千
葉
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
の
ボ
ル
ジ
ギ
ン
・
オ
ル
ト
ナ

ス
ト
氏
が
「
モ
ン
ゴ
ル
の
牧
畜
文
化
に
お
け
る
馬
の
聖
別
―
ウ
ジ
ュ
ム
チ

ン
地
域
を
中
心
に
―
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
発
表
し
た
。
オ
ル
ト
ナ
ス
ト

氏
は
内
モ
ン
ゴ
ル
・
シ
リ
ン
ゴ
ル
盟
西
ウ
ジ
ュ
ム
チ
ン
旗
出
身
で
、
日
本

語
で
も
二
冊
の
詩
集
を
出
版
し
て
い
る
詩
人
で
も
あ
る
。
氏
の
発
表
は
、

遊
牧
民
は
な
ぜ
馬
を
聖
別
す
る
か
と
い
う
問
題
提
起
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

ア
ジ
ア
研
究
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
�

第
８
回
モ
ン
ゴ
ル
学
術
交
流
会

「
和
光
大
学
モ
ン
ゴ
ル
祭
り
２
０
０
３
」
の
一
環
と
し
て

呉
人
徳
司
・
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
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モ
ン
ゴ
ル
語
で
聖
別
を
意
味
す
る
セ
テ
ル
（seter

     
）
と
い
う
こ
と
ば
の
由

来
・
意
味
、
馬
の
聖
別
の
準
備
、
ラ
マ
（
僧
侶
）
の
役
割
、
セ
テ
ル
の
種

類
、
地
域
に
よ
る
相
違
、
聖
別
さ
れ
た
馬
に
対
す
る
タ
ブ
ー
な
ど
、
馬
の

聖
別
に
関
す
る
モ
ン
ゴ
ル
の
伝
統
儀
式
を
ま
と
め
て
紹
介
し
た
。
オ
ル
ト

ナ
ス
ト
氏
は
、
こ
の
数
年
間
の
現
地
調
査
の
資
料
に
基
づ
き
、
出
身
地
で

あ
る
内
モ
ン
ゴ
ル
の
ウ
ジ
ュ
ム
チ
ン
地
域
で
今
も
行
な
わ
れ
て
い
る
馬
を

聖
別
す
る
儀
式
を
「
火
星
に
お
け
る
馬
の
聖
別
」、「
北
斗
七
星
に
お
け
る

馬
の
聖
別
」、「
オ
ボ
ー
祭
り
に
お
け
る
馬
の
聖
別
」、「
諸
仏
に
お
け
る
馬

の
聖
別
」
と
い
う
四
種
類
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
や
聖
別
す
る
時
期

な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
た
。
馬
の
代
わ
り
に
バ
イ
ク
や
車
が
交
通

手
段
と
し
て
よ
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

る
と
と
も
に
、
馬
の
数
が
激
減
し
て
い

る
内
モ
ン
ゴ
ル
の
中
で
シ
リ
ン
ゴ
ル
盟

の
東
・
西
ウ
ジ
ュ
ム
チ
ン
両
旗
は
、
今

も
一
番
多
く
馬
を
放
牧
し
て
い
る
地
域

で
あ
る
。
オ
ル
ト
ナ
ス
ト
氏
の
発
表
は
、

近
代
化
が
進
む
内
モ
ン
ゴ
ル
社
会
に
お

い
て
、
馬
を
聖
別
す
る
伝
統
行
事
が
活

発
に
行
な
わ
れ
て
い
る
ウ
ジ
ュ
ム
チ
ン

地
域
に
焦
点
を
当
て
た
学
術
的
研
究
と

し
て
、
会
場
の
聴
衆
の
関
心
を
引
い
た
。

　

二
番
目
に
、
東
京
大
学
大
学
院
博
士

後
期
課
程
の
ボ
ル
ジ
ギ
ン
・
セ
ル
ゲ
レ

ン
氏
が
「
１
９
３
０
年
代
初
期
日
本
の

対
内
モ
ン
ゴ
ル
認
識
―
『
現
代
史
資

料
』
を
中
心
に
―
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
発
表
を
行
な
っ
た
。
セ
ル
ゲ
レ
ン
氏

の
発
表
を
要
約
す
る
と
、
以
下
の
三
点

157 ―――



に
ま
と
め
ら
れ
る
。

一
、
満
州
事
件
前
後
の
東
部
内
モ
ン
ゴ
ル
に
関
す
る
日
本
語
資
料
に
つ
い

て

　

一
九
三
一
年
九
月
一
八
日
か
ら
の
い
わ
ゆ
る
満
州
事
変
の
前
後
、
東
部

内
モ
ン
ゴ
ル
に
ど
の
よ
う
な
勢
力
が
存
在
し
、
ど
の
よ
う
な
動
向
で
あ
っ

た
か
に
関
す
る
日
本
語
で
書
か
れ
た
資
料
と
し
て
は
、
一
九
六
〇
年
代
前

半
以
後
日
本
現
代
史
を
網
羅
す
る
形
で
編
纂
さ
れ
た
膨
大
な
資
料
集
の

『
現
代
史
資
料
』
全
四
五
巻
が
最
も
詳
し
い
。
と
り
わ
け
、
一
九
三
〇
年
代

初
期
を
対
象
と
し
た
第
七
巻
と
第
一
一
巻
が
重
要
で
あ
る
。

二
、
関
東
軍
内
部
に
お
け
る
「
蒙
古
独
立
軍
」
に
対
す
る
認
識
の
相
違
と

変
化

　

満
州
事
件
以
前
は
関
東
軍
参
謀
で
あ
っ
た
板
垣
征
四
郎
は
、
石
原
莞
爾

の
「
戦
争
史
大
観
」
を
支
持
し
、
後
に
関
東
軍
は
石
原
・
板
垣
コ
ン
ビ
の

戦
略
に
よ
っ
て
、
満
蒙
領
有
と
い
う
方
向
に
暴
走
し
た
。
そ
の
核
心
は

「
関
東
軍
満
蒙
領
有
計
画
」
で
あ
る
。

　

満
州
事
件
発
生
直
後
、
関
東
軍
は
早
速
蒙
古
独
立
軍
の
支
援
に
乗
り
出

し
た
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
ガ
ン
ジ
ュ
ー
ル
ジ
ャ
ブ
は
、
関
東
軍
か
ら
軍

事
顧
問
と
武
器
の
提
供
を
受
け
た
。
彼
は
自
ら
「
蒙
古
独
立
軍
」
を
組
織

し
、
長
年
の
念
願
で
あ
っ
た
中
国
か
ら
の
独
立
を
試
み
た
。

　

し
か
し
、
後
に
「
蒙
古
独
立
軍
」
を
め
ぐ
っ
て
、
関
東
軍
内
部
で
意
見

の
不
一
致
が
生
じ
た
。
蒙
古
軍
を
正
規
軍
隊
と
し
、
軍
規
を
正
し
た
い
と

い
う
石
原
参
謀
の
意
見
と
、
蒙
古
軍
を
「
政
権
樹
立
に
関
係
あ
る
独
立
運

動
」
の
中
で
位
置
付
け
、
モ
ン
ゴ
ル
の
特
殊
性
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
扱
い

に
配
慮
し
た
い
と
い
う
片
倉
参
謀
の
方
針
の
二
つ
の
構
想
が
存
在
し
、
時

に
は
対
立
ま
で
起
き
て
い
た
。

三
、
満
州
事
件
後
、
東
部
内
モ
ン
ゴ
ル
で
活
躍
し
た
二
つ
の
勢
力
に
つ
い

て

　

満
州
事
件
直
後
の
関
東
軍
が
、
東
部
内
モ
ン
ゴ
ル
の
治
安
維
持
を
任
せ

ら
れ
る
勢
力
と
し
て
蒙
古
独
立
軍
に
一
定
の
信
頼
を
置
い
て
い
た
こ
と
は

確
か
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
形
で
あ
れ
、
歴
史
の
舞
台
に
出
現
し
た
こ
と

は
大
き
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

　

当
時
の
モ
ン
ゴ
ル
社
会
の
支
配
基
盤
を
な
し
て
い
た
の
は
各
盟
旗
の
王

公
た
ち
で
あ
っ
た
。
東
部
内
モ
ン
ゴ
ル
の
独
立
は
最
終
的
に
は
実
を
結
べ

ず
に
終
わ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
蒙
古
独
立
軍
は
モ
ン
ゴ
ル
王
公
ら
と
の
連

帯
や
彼
ら
の
信
頼
を
勝
ち
取
り
、
王
公
た
ち
と
並
ん
で
、
間
違
い
な
く
、

東
部
内
モ
ン
ゴ
ル
の
も
う
一
つ
の
政
治
勢
力
で
あ
っ
た
。

　

セ
ル
ゲ
レ
ン
氏
の
発
表
は
、
こ
の
よ
う
に
日
本
側
の
資
料
を
精
読
し
て
、

満
州
事
件
前
後
に
お
け
る
東
部
内
モ
ン
ゴ
ル
が
抱
え
て
い
た
複
雑
な
情
況

を
整
理
し
、
日
本
支
配
時
代
を
前
に
し
た
モ
ン
ゴ
ル
人
の
各
勢
力
の
対
応

を
分
析
し
た
。

　

最
後
の
研
究
発
表
者
は
内
モ
ン
ゴ
ル
大
学
助
教
授
で
、
昨
年
の
九
月
に

日
本
学
術
振
興
会
外
国
人
特
別
研
究
員
と
し
て
来
日
し
、
現
在
は
東
京
外

国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
の
共
同
研
究
員
を
勤
め

る
ソ
ド
ビ
リ
グ
氏
で
、「
清
朝
末
期
の
対
モ
ン
ゴ
ル
政
策
に
つ
い
て
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
研
究
発
表
を
行
な
っ
た
。
ソ
ド
ビ
リ
グ
氏
は
、
モ
ン
ゴ
ル

の
近
代
史
、
と
り
わ
け
清
朝
末
期
に
モ
ン
ゴ
ル
で
実
施
さ
れ
た
政
策
に
つ

い
て
研
究
を
重
ね
、
二
〇
〇
一
年
に
北
京
の
人
民
大
学
清
朝
歴
史
研
究
所
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で
歴
史
学
博
士
号
を
取
得
し
た
内
モ
ン
ゴ
ル
の
若
手
研
究
者
で
あ
る
。
モ

ン
ゴ
ル
語
に
よ
る
ソ
ド
ビ
リ
グ
氏
の
発
表
の
要
約
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
清
朝
の
モ
ン
ゴ
ル
支
配

　

一
六
四
四
年
、
マ
ン
ジ
ュ
（
満
州
）
軍
は
万
里
の
長
城
を
越
え
、
明
朝

を
倒
し
、
中
原
を
支
配
し
た
。
そ
の
前
後
マ
ン
ジ
ュ
の
皇
帝
た
ち
は
ゴ
ビ

の
南
北
に
分
布
す
る
モ
ン
ゴ
ル
諸
部
族
を
支
配
下
に
お
く
こ
と
に
成
功
し

た
。
清
朝
は
モ
ン
ゴ
ル
に
あ
る
程
度
の
自
主
性
を
認
め
、
そ
れ
に
適
す
る

よ
う
な
「
盟
旗
制
」
を
実
施
し
て
き
た
。
し
か
し
、
清
朝
末
期
に
な
り
、

一
九
世
紀
末
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
な
る
と
、
清
朝
は
従
来
の
政
策
を
転
換

し
、
大
規
模
な
農
地
開
拓
を
目
的
と
す
る
漢
人
を
モ
ン
ゴ
ル
に
移
民
さ
せ
、

「
移
民
実
辺
」、
州
県
の
増
設
、
さ
ら
に
は
、
モ
ン
ゴ
ル
の
盟
旗
を
省
県
に

改
め
る
と
い
っ
た
「
新
政
」
を
実
施
し
は
じ
め
た
。

二
、
清
朝
の
対
モ
ン
ゴ
ル
政
策
転
換
の
主
な
理
由

１
、
帝
政
ロ
シ
ア
の
東
進
に
備
え
る
た
め
、
モ
ン
ゴ
ル
へ
の
漢
人
の
移

住
を
奨
励
し
州
県
の
増
設
に
よ
り
、
最
終
的
に
は
内
地
同
様
の
省
制

を
導
入
す
る
べ
き
だ
と
い
う
見
解
が
朝
廷
に
強
ま
っ
た
。

２
、
辺
省
監
督
ら
か
ら
、
漢
人
移
民
に
よ
る
モ
ン
ゴ
ル
で
の
農
地
開
拓

が
増
税
に
つ
な
が
り
、
朝
廷
の
財
政
難
の
負
担
を
減
ら
す
と
い
う
度

重
な
る
上
奏
が
あ
っ
た
。

３
、
清
朝
の
政
治
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
王
公
の
立
場
が
次
第
に
弱
く
な

り
、
逆
に
漢
人
官
吏
の
地
位
が
上
が
り
、
中
に
は
モ
ン
ゴ
ル
藩
部
を

内
地
の
省
と
統
合
す
る
こ
と
を
強
く
主
張
す
る
人
た
ち
が
現
れ
た
。

三
、
清
朝
の
対
モ
ン
ゴ
ル
政
策
の
激
変
と
一
九
世
紀
末
〜
二
〇
世
紀
初
頭

の
モ
ン
ゴ
ル
社
会

１
、
農
地
開
墾
と
州
県
増
設
を
主
眼
と
す
る
「
新
政
」
が
モ
ン
ゴ
ル
の

牧
草
地
を
減
ら
し
、
伝
統
的
経
済
に
打
撃
を
与
え
た
。

２
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
が
激
化
し
た
た
め
、
自
ら
の
運
命
や
民
族

の
未
来
を
憂
慮
し
、
困
窮
打
開
の
道
を
模
索
す
る
人
た
ち
が
増
え
た
。

３
、
清
朝
末
期
、
モ
ン
ゴ
ル
で
の
「
設
省
」
政
策
の
具
体
化
が
モ
ン
ゴ

ル
王
公
た
ち
に
衝
撃
を
与
え
、
そ
れ
に
よ
り
内
・
外
モ
ン
ゴ
ル
の
王

公
た
ち
が
清
朝
朝
廷
に
反
感
を
持
ち
、
さ
ら
に
政
治
的
独
立
を
目
指

す
人
た
ち
が
現
れ
た
。
そ
れ
が
二
〇
世
紀
初
頭
に
モ
ン
ゴ
ル
で
起
き

た
急
激
な
政
治
的
変
化
の
主
な
理
由
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
清
朝
末
期
の
対
モ
ン
ゴ
ル
政
策
は
、
そ
れ
以
降
長
期
に

わ
た
っ
て
モ
ン
ゴ
ル
社
会
の
政
治
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
結
果
的
に
モ

ン
ゴ
ル
の
独
立
に
も
繋
が
っ
て
い
っ
た
と
結
論
付
け
た
。
同
時
に
、
清
朝

末
期
の
対
モ
ン
ゴ
ル
政
策
を
今
後
も
大
い
に
研
究
す
る
余
地
の
あ
る
分
野

で
あ
る
と
強
調
し
た
。

　

三
名
に
よ
る
研
究
発
表
の
終
了
後
、
一
五
分
間
の
休
憩
に
入
っ
た
。
会

場
の
外
で
は
、
和
光
大
学
の
学
生
た
ち
が
用
意
し
て
く
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
の

ス
ー
テ
ィ
・
ツ
ァ
イ
（
ミ
ル
ク
テ
ィ
）
が
ふ
る
ま
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
学
術
交
流
会
は
「
研
究
動
向
報
告
」
に
移
り
、
下
記
の
三
名

に
よ
る
報
告
が
行
な
わ
れ
た
。
世
界
各
地
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
モ
ン
ゴ

ル
研
究
の
最
新
の
動
向
を
伝
え
る
目
的
で
、
今
回
の
学
術
交
流
会
か
ら
、

新
た
に
加
え
ら
れ
た
企
画
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
一
橋
大
学
社
会
学
部
の
助
手
を
勤
め
る
シ
ン
ジ
ル
ト
氏
が
二
〇
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〇
三
年
三
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
開
か
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
学
会
（T

he

 
   

M
ongolia

Society’s
2003

A
nnualM

eeti

 
                        
       
    ng   
）
と
二
〇
〇
三
年
九
月
に

オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
開
か
れ
た
チ
ベ
ッ
ト
学
会
（International

              

A
ssociation

for
T

ibetan
Studies

T
ent

 
                
                
   h

Sem
inar

     
    
）
に
つ
い
て
簡
単
に

紹
介
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
の
モ
ン
ゴ
ル
学
会
で
は
、
モ
ン
ゴ
ル
の

社
会
、
宗
教
、
文
化
、
歴
史
、
メ
デ
ィ
ア
、
考
古
学
、
環
境
問
題
の
七
つ

の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
分
か
れ
、
世
界
各
地
の
研
究
者
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ

た
研
究
発
表
の
概
要
が
紹
介
さ
れ
た
。
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
チ
ベ
ッ

ト
学
会
で
は
、「
チ
ベ
ッ
ト
と
モ
ン
ゴ
ル
の
境
界
面
に
関
す
る
パ
ネ
ル
」

（Panelon
the

T
ibetan-M

ongolian
inter

              
        
              face
    
）
と
い
う
セ
ク
シ
ヨ
ン
が

設
け
ら
れ
、
モ
ン
ゴ
ル
と
チ
ベ
ッ
ト
の
間
の
歴
史
的
、
文
化
的
、
宗
教
的

関
係
に
つ
い
て
一
七
名
の
研
究
者
が
研
究
発
表
を
行
な
っ
た
こ
と
が
紹
介

さ
れ
た
。

　

そ
の
次
は
、
筆
者
呉
人
徳
司
が
二
〇
〇
三
年
九
月
に
ロ
シ
ア
・
カ
ル
ム

イ
ク
共
和
国
の
首
都
エ
リ
ス
タ
市
と
ブ
リ
ヤ
ー
ド
共
和
国
の
首
都
ウ
ラ

ン
・
ウ
デ
市
で
開
か
れ
た
二
つ
の
学
会
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
エ
リ
ス
タ

市
で
開
か
れ
た
学
会
の
タ
イ
ト
ル
は
「
新
千
年
紀
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
研

究
」
で
、
ロ
シ
ア
各
地
の
研
究
機
関
の
研
究
者
、
そ
し
て
中
国
、
モ
ン
ゴ

ル
、
ド
イ
ツ
な
ど
の
国
か
ら
の
研
究
者
が
参
加
し
た
。
ウ
ラ
ン
・
ウ
デ
市

で
開
か
れ
た
学
会
の
名
前
は
「
バ
イ
カ
ル
で
の
会
合
」（T

he
B

aikal

 
    
      

M
eeting

 
      
）
で
、
東
シ
ベ
リ
ア
国
立
文
化
・
芸
術
ア
カ
デ
ミ
ー
が
主
催
し

た
も
の
で
あ
り
、
八
日
間
に
わ
た
る
文
化
祭
の
一
環
と
し
て
、
三
日
間
の

予
定
で
、
主
に
芸
術
と
教
育
の
問
題
に
重
点
を
お
い
た
会
議
だ
っ
た
。
ロ

シ
ア
の
こ
の
二
つ
の
学
会
に
は
、
新
潟
産
業
大
学
で
教
鞭
を
と
る
バ
イ
カ

ル
氏
も
参
加
し
、
研
究
発
表
を
行
な
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
学
会
に
つ
い
て

は
、
機
会
を
改
め
て
紹
介
す
る
つ
も
り
な
の
で
、
会
議
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
に
ゆ
ず
り
た
い
。

　

研
究
動
向
に
つ
い
て
、
最
後
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
助
教
授
で
、

現
在
一
橋
大
学
客
員
教
授
を
勤
め
て
い
る
ナ
ラ
ン
ゴ
ワ
女
史
が
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
お
け
る
最
近
の
地
域
研
究
の
動
向
を
紹
介
し
、
そ
れ
が
モ
ン
ゴ
ル

研
究
と
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
く
の
か
に
つ
い
て
ご
自
身
の
考
え
方
を
述
べ

た
。
ま
た
、
ナ
ラ
ン
ゴ
ワ
女
史
は
ご
自
身
が
博
士
号
を
取
得
し
た
ボ
ン
大

学
を
は
じ
め
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
な
ど
ド
イ
ツ
の
各

大
学
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
研
究
の
歴
史
、
現
状
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
、

ま
た
、
数
年
間
研
究
員
と
し
て
滞
在
し
た
デ
ン
マ
ー
ク
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ

ン
王
立
図
書
館
、
北
欧
ア
ジ
ア
研
究
所
な
ど
の
研
究
機
関
に
保
存
さ
れ
て

い
る
モ
ン
ゴ
ル
に
関
す
る
資
料
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
、
会
場
に
集
ま

っ
た
モ
ン
ゴ
ル
人
留
学
生
の
関
心
を
集
め
た
。

　

そ
し
て
、
学
術
交
流
会
を
締
め
く
く
る
特
別
講
演
と
し
て
、
和
光
大
学

人
間
関
係
学
部
の
ユ
・
ヒ
ョ
ヂ
ョ
ン
教
授
が
「 �
国
境
に
ま
た
が
る
民
の

世
界
�
を
見
つ
め
て
―
私
に
と
っ
て
の
�
モ
ン
ゴ
ル
�
―
」
と
い
う
タ
イ

ト
ル
で
、
異
国
に
暮
す
モ
ン
ゴ
ル
人
に
と
っ
て
、
大
変
興
味
深
い
話
を
さ

れ
た
。

　

ユ
・
ヒ
ョ
ヂ
ョ
ン
教
授
は
民
族
や
民
族
関
係
を
め
ぐ
る
状
況
に
つ
い
て

多
面
的
に
研
究
さ
れ
て
お
り
、
対
象
地
域
も
ロ
シ
ア
の
極
東
・
シ
ベ
リ
ア

地
域
を
中
心
に
中
国
、
モ
ン
ゴ
ル
、
朝
鮮
、
日
本
に
ま
た
が
っ
て
い
る
。

和
光
大
学
で
は
専
任
教
員
と
モ
ン
ゴ
ル
人
の
非
常
勤
教
員
と
か
ら
構
成
さ

れ
た
モ
ン
ゴ
ル
学
術
調
査
団
が
結
成
さ
れ
、
一
九
九
五
年
か
ら
九
七
年
ま
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で
五
回
に
わ
た
っ
て
モ
ン
ゴ
ル
、
中
国
、
ロ
シ
ア
の
三
カ
国
に
ま
た
が
る

学
術
調
査
を
行
な
っ
て
お
り
、
ユ
・
ヒ
ョ
ヂ
ョ
ン
教
授
は
調
査
団
の
中
心

メ
ン
バ
ー
と
し
て
関
わ
っ
て
い
た
。
こ
の
モ
ン
ゴ
ル
学
術
調
査
団
に
よ
っ

て
出
版
さ
れ
た
『
変
容
す
る
モ
ン
ゴ
ル
世
界
―
国
境
に
ま
た
が
る
民
―
』

（
新
幹
社
、
一
九
九
九
年
一
月
）
は
、
国
境
に
ま
た
が
っ
て
暮
す
モ
ン
ゴ
ル

人
社
会
を
多
角
的
な
観
点
か
ら
考
察
し
た
優
れ
た
研
究
書
で
あ
る
。
ユ
・

ヒ
ョ
ヂ
ョ
ン
教
授
は
、
モ
ン
ゴ
ル
世
界
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け
や
モ

ン
ゴ
ル
研
究
が
ご
自
身
の
研
究
に
も
つ
意
味
な
ど
を
述
べ
た
後
、
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
近
現
代
に
お
け
る
「
モ
ン
ゴ
ル
と
朝
鮮
」
お
よ
び
「
モ

ン
ゴ
ル
人
と
朝
鮮
人
」
と
の
す
れ
違
い
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
や
関

係
性
に
関
す
る
歴
史
的
な
事
実
を
紹
介
し
な
が
ら
、
い
ま
を
生
き
る
者
と

し
て
我
々
が
と
も
に
考
え
る
べ
き
多
く
の
問
題
を
提
起
さ
れ
た
。
ご
自
身

が
現
在
も
っ
と
も
関
心
を
も
っ
て
お
ら
れ
る
「
民
族
識
別
」
に
つ
い
て
も

触
れ
、
中
国
東
北
地
方
の
ダ
ゴ
ー
ル
人
な
ど
の
識
別
を
め
ぐ
る
状
況
に
つ

い
て
興
味
深
い
見
解
を
述
べ
ら
れ
た
。

　

学
術
交
流
会
で
は
、
各
研
究
発
表
に
対
し
て
参
加
者
か
ら
多
く
の
質
問
、

コ
メ
ン
ト
が
出
さ
れ
、
発
表
者
と
聞
き
手
の
間
に
活
発
な
や
り
取
り
が
交

わ
さ
れ
、
会
場
は
終
始
ほ
ど
よ
い
緊
張
感
が
た
だ
よ
う
学
術
交
流
の
名
に

相
応
し
い
良
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。

　

学
術
交
流
会
は
夕
方
五
時
半
に
終
了
し
、
場
所
を
移
し
て
、
六
時
か
ら

第
二
部
の
「
文
化
交
流
―
モ
ン
ゴ
ル
料
理
を
楽
し
む
、
モ
ン
ゴ
ル
音
楽
を

楽
し
む
パ
ー
テ
ィ
ー
」
が
始
ま
っ
た
。
和
光
大
学
の
学
生
た
ち
と
同
大
学

に
留
学
す
る
モ
ン
ゴ
ル
人
留
学
生
た
ち
（
特
に
佐
治
俊
彦
教
授
ゼ
ミ
の
み

な
さ
ん
）
が
つ
く
っ
た
お
い
し
い
料
理
と
飲
み
物
を
口
に
し
な
が
ら
、
関

東
地
方
在
住
の
モ
ン
ゴ
ル
出
身
の
プ
ロ
の
音
楽
家
た
ち
が
ご
自
慢
の
モ
ン

ゴ
ル
民
謡
、
踊
り
、
馬
頭
琴
の
演
奏
を
披
露
し
た
。
パ
ー
テ
ィ
ー
会
場
に

は
常
に
拍
手
の
音
が
鳴
り
響
き
、
熱
気
に
包
ま
れ
た
。
最
後
に
、
昨
年
の

夏
モ
ン
ゴ
ル
国
の
首
都
ウ
ラ
ン
バ
ー
タ
ル
市
と
そ
の
周
辺
地
に
ユ
教
授
の

引
率
で
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
に
行
っ
て
来
た
和
光
大
学
の
学
生
た
ち
も

ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
、
モ
ン
ゴ
ル
滞
在
中
に
習
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
の
歌
を
楽

し
く
歌
い
、
プ
ロ
の
演
奏
家
た
ち
に
負
け
な
い
気
迫
で
、
大
い
に
楽
し
ま

せ
く
れ
た
。
二
時
間
に
わ
た
る
パ
ー
テ
ィ
ー
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
。

　

最
後
に
こ
の
場
を
借
り
て
、「
モ
ン
ゴ
ル
学
術
交
流
会
」
の
設
立
、
こ
れ

ま
で
の
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
、
簡
単
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
「
モ
ン
ゴ
ル
学
術
交
流
会
」
は
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
に
在
日
モ
ン
ゴ
ル
人

留
学
生
、
研
究
者
が
協
議
し
て
、
互
い
の
学
術
交
流
を
深
め
、
研
究
成
果

を
披
露
す
る
場
を
共
有
す
る
目
的
で
自
主
的
に
立
ち
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
十
年
近
く
の
間
、
日
本
各
地
の
大
学
に
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
学
ぶ
モ

ン
ゴ
ル
人
留
学
生
が
多
く
な
る
に
つ
れ
、
モ
ン
ゴ
ル
に
関
す
る
情
報
を
交

換
し
、
学
術
的
な
交
流
を
深
め
る
場
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
社
会
科
学
分
野
の
研
究
報
告
が
中
心
で
あ
る
も
の
の
、
自
然
科

学
分
野
の
研
究
者
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
成
果
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
し

て
も
ら
う
機
会
に
も
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
日
本
の
研
究
者
と
の
連
帯
を

さ
ら
に
深
め
、
日
本
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
研
究
を
一
層
促
進
し
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

　
「
モ
ン
ゴ
ル
学
術
交
流
会
」
は
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
三
日
に
早
稲
田
大
学

で
第
一
回
の
会
議
を
開
い
て
以
来
、
毎
年
春
秋
二
回
の
定
例
研
究
発
表
会
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を
行
な
っ
て
い
る
。
よ
り
広
い
地
域
で
よ
り
多
く
の
人
々
と
の
交
流
を
目

標
に
掲
げ
て
い
る
の
で
、
開
催
場
所
は
東
京
で
一
回
、
そ
の
他
の
都
道
府

県
で
一
回
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
早
稲
大
学
や
東
京

外
国
語
大
学
の
ほ
か
、
大
阪
外
国
語
大
学
、
東
北
大
学
（
仙
台
）
な
ど
の

大
学
で
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、
開
催
先
の
大
学
の
各
分
野
の
教
員
に
特

別
講
演
を
依
頼
す
る
こ
と
も
恒
例
と
な
っ
て
お
り
、
私
た
ち
は
先
生
方
か

ら
貴
重
な
学
問
や
経
験
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

　
「
モ
ン
ゴ
ル
学
術
交
流
会
」
は
、
当
初
は
毎
回
三
人
か
ら
な
る
実
行
グ
ル

ー
プ
を
設
け
て
実
施
し
て
き
た
が
、
二
〇
〇
二
年
夏
に
、
中
国
出
身
の
在

日
モ
ン
ゴ
ル
人
が
中
心
と
な
っ
て
、
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
を
支
援
す
る
目
的

で
設
立
さ
れ
た
「
モ
ン
ゴ
ル
民
族
文
化
基
金
」
の
傘
下
に
お
か
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

な
お
、
モ
ン
ゴ
ル
民
族
文
化
基
金
に
つ
い
て
は
、
同
公
式
サ
イ
ト
を
ご

ら
ん
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
2.new

eb.ne.jp/w
d/sergelen/
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